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こ
ど
も

ニーファイは　まず，  どうぐを　作
つく

りました。
その後

あと

，  船
ふね

を　作
つく

りはじめました。 ニーファイ
の　お兄

にい

さんである　レーマンと　レムエル
は，  もんくを　言

い

いました。 ニーファイに　船
ふね

が　作
つく

れるとは，  しんじなかったのです。
ニーファイは，  

か ぞくは　 天
てん

の　
お父

とう

さまを　しん
ら い すること が　
できると　知

し

って
いました。

イ
ラ
ス
ト
／
エ
イ
プ
リ
ル
・
ス
ト
ッ
ト 

船
ふね

が　かんせいしたとき，  ニーファイの　かぞくは，  海
うみ

を　わたりはじめました。
ある日

ひ

，  レーマンと　レムエルは　ニーファイに　はらを　立
た

てて，  ニーファイを　
ひもで　しばってしまいました。 大

おお

きな　あらしが　
おこり，  船

ふね

は　風
かぜ

で　ふきもどされました。
お兄

にい

さんたちは，  くいあらためたので，  
ニーファイは　あんぜんに　船

ふね

を　もとの　
こうろに　もどすことが　できました。 
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